
木質バイオマスとして国内最大級の発電量を誇る
発電所がＨ２７年に立地

山陰道の開通により、ヤシ殻や県内産間伐材を利用
した燃料チップ製造工場から材料を搬入することが
容易となり、県内全域の林業活性化に寄与

江津工業団地の面積をＨ２９年度から約２倍に造成
予定であり、地域産業活性化を目指す
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山陰道のネットワーク化
を見据え、分譲率が8割
に上昇。
更なる進出需要もあり、
追加造成を予定。

〈自治体の声〉

H27以前操業企業

山陰道の整備
（ネットワーク化）

造成済面積：21.2ha

山陰道 開通区間

【江津工業団地】

追加造成面積：26.2ha

ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所 平
成
29
年
度
追
加
造
成
予
定

平
成
28
年
度

完
成
予
定

H27以前操業企業

H27進出企業

追加造成範囲

追加造成

21.2ha

～H27：江津工業団地
造成面積

47.4ha

H29：江津工業団地
造成面積

H29年度から工業団地
の面積を約2倍に造成予定

輸入
（ヤシ殻）

燃料チップ製造工場

ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所

江津工業団地

燃料チップ製造工場

ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所

江津工業団地

インドネシア
マ レ ー シ ア

H28開通予定

H28事業化 H29開通予定 H30開通予定

バイオマス発電所が立地

生産性革命
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山陰道

木質バイオマスの活用を通じ、地域振興を支援 !


